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不登校特例校「⻄濃学園」 視察

不登校の現状
今我が国では、不登校の児童⽣徒(⼩中学⽣)数は約20万
⼈。1000⼈に20.5⼈の割合。新型コロナ感染症が流⾏する
以前の１９年度でも１８万⼈と、8年連続で増加。ここでいう「
不登校」とは、何らかの要因・背景により年間30⽇以上⽋席し
た⼦どもたち。不登校傾向にある⼦どもを含めるとその数は倍増

するのではないかともいわれている。

岐⾩県揖斐郡にある不登校特例校「⻄濃学園中学校・⾼等学校」を視察。不登校特例校とは⽂科省の指定を基に
、不登校の⽣徒児童の実態に合わせて弾⼒的な教育課程を編成することができる学校のこと。現在全国で10⾃治体
にあり、２１校が指定されている。うち公⽴が12校、私⽴が９校。
⻄濃学園は、岐⾩駅から⾞で⼀時間ほど北⻄に向かった⼭村地域にあり、全国で唯⼀の全寮制の不登校特例校で、
中学の定員は70名ほど。中学・⾼校⼀貫で廃校になった校舎が利⽤されている。⼼理カウンセラーの常駐、体験活動
の充実等、不登校⽣徒児童に対する⼿厚い指導に感銘をうけた。

現場から⾒えてきた課題
l 不登校特例のノウハウ共有の課題

l 経営の課題
l スクールソーシャルワーカーの課題
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